
《
美
術
部
門
》

ｌ
霞
ず
、
印
象
に
残
っ
た
方
々
の
名

前
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

Ａ
池
田
真
規
子
は
廃
材
の
上
に
ア
ル

ミ
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
た
の
を
覆
い

ア
ク
リ
ル
を
の
せ
て
お
も
し
ろ
い
効
果

を
出
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
三
村
逸
子
、
立
体
の

井
沢
以
佐
子
。
去
年
も
名
前
が
出
て
い

る
、
木
彫
の
梶
滋
。
暖
め
た
作
品
で
、

岡
山
で
も
評
判
が
良
か
っ
た
。
兵
庫
の

美
術
家
に
は
は
ず
れ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
が
山
口
さ
と

こ
。
市
川
悦
也
は
第
９
回
ダ
ン
テ
国
際

彫
刻
展
で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

も
立
体
で
神
戸
っ
子
賞
を
受
賞
し
た
嘉

納
千
紗
子
も
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
曽
我
孝
司
は
去
年
非
常
に
迫
力
の

あ
る
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

三
村
逸
子
。
絵
画
の
黒
瀬
弧
も
な
か
な

か
良
か
っ
た
。
木
彫
の
松
田
一
戯
。
山

口
さ
と
こ
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
重
松

●
第
二
十
一
Ｍ

あ
ゆ
み
は
去
年
目
立
っ
た
仕
事
を
し
て

い
な
い
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
仕
事
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
順
番
に
挙
げ
る
と
、
絵
画
の
門
脇

正
弘
、
木
津
文
哉
、
井
上
和
則
、
春
津

振
一
郎
、
松
井
憲
作
、
松
原
政
祐
、
も

の
す
ご
く
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が

藤
原
護
。
木
彫
の
松
田
一
戯
。
絵
画
の

●
選
考
委
員
● ブ

ル
ー
メ
ー
ル
賞
選
考
座
談
会

劇
…
田
学

＃

激
戦
の
美
術
部
門
の
中
で

坪
田
政
彦
、

木
津
文
哉
に

増田洋さん
く兵庫県立近代美術館次長＞

１
５８
１

岩
見
健
二
、
白
川
治
。
彫
刻
の
鹿
間
厚

次
郎
。
金
工
の
高
橋
正
訓
。

Ｄ
沈
滞
気
味
だ
っ
た
日
本
画
で
す
が

若
手
の
世
代
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い

ま
す
。
青
垣
一
一
○
○
一
年
日
本
画
展
で

大
賞
を
取
っ
た
城
野
奈
英
子
、
同
じ
く

入
選
の
井
上
美
紀
、
山
崎
ゆ
う
子
。
他

の
分
野
で
は
河
崎
晃
一
。
ト
ア
ロ
ー
ド

画
廊
で
よ
く
個
展
を
す
る
金
令
恵
。
村

松
画
廊
で
個
展
を
し
た
李
智
子
。
夏
目

陽
子
の
版
画
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す

ね
。
新
し
い
紙
の
仕
事
を
す
る
藤
原
志

保
。
彫
刻
の
塚
脇
淳
、
牛
尾
啓
三
。
石

田
え
い
じ
は
松
田
一
戯
と
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
す
が
お
も
し
ろ
い
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
井
沢
以
佐
子
は
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。
さ
っ

き
言
っ
た
曽
我
、
牛
尾
、
市
川
、
塚
脇

ら
が
環
境
造
形
Ｑ
の
次
の
世
代
で
今
引

っ
ぱ
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ａ
塚
脇
は
ぐ
ん
ぐ
ん
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。

赤根和生さん
く美術評論宗＞

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



5９

Ｄ
名
分
閏
、

ぐ
坪
田
政
彦
さ
ん

Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
唖
Ｒ
Ａ
ｍ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
糊
。
Ｏ
Ｉ
Ｌ
剛
・
３
×
雌
・
１
畝

Ｄ
田
中
守
は
篠
山
で
ア
ト
リ
エ
を
作

り
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
は

な
れ
る
が
椋
木
英
三
。
日
本
陶
芸
展
の

実
用
部
門
で
最
後
ま
で
一
席
を
争
い
ま

し
た
ね
。
立
杭
で
田
部
美
術
館
大
賞
を

取
っ
た
西
端
正
、
日
本
伝
統
工
芸
展
の

高
松
宮
記
念
賞
を
取
っ
た
市
野
元
和
な

ど
、
若
手
の
い
い
仕
事
を
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
柏
原
高
校
の
美
術
部
の

Ｏ
Ｂ
で
グ
ル
ー
プ
展
を
や
り
始
め
ま
し

た
。
吉
仲
正
直
、
西
田
藤
夫
、
高
橋
正

訓
も
挙
げ
て
お
い
て
下
さ
い
。
松
本
薫

は
ま
た
今
ま
で
と
は
違
っ
た
、
い
い
方

向
へ
ど
ん
ど
ん
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
脇
道
へ
そ
れ
る
が
ア
ト
リ
エ
西
宮

が
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
そ
ろ
そ
ろ
絞
り
込
み
裳
し
よ
う
。

Ｄ
各
分
野
か
ら
急
速
に
力
を
つ
け
た

甲
巳
■
◆
●
■
’
９
■
４

１
ム
ワ
】
宛
『
》
”
４
－
貝
》
Ｒ
》
・
庁
。
。
（
ｘ
》
《
ｕ
〕
一
ｎ
ｕｄＵ二

i 鍵i 鍵蟻識総謹鍵識識§

彫刻／山口

造形／丸本
洋画／小西
版画／藤原
平面／斎藤

洋画／邸
洋画／山本
造形／堀尾

造形／榎
版画／松谷

閣理頭g 霊露蝿悪密閉

平面／木下佳通代

造形／宮崎豊治

平面／藤原志保
建築／武田則明

平面／石川昭久
平面／松原政祐
造形／植松杢二
彫刻／松本蕪
造形／杉山知子
彫刻／田中昇

睦
耕
確
砿
智
獅
準
錐
忠
鋤

謹鍾掴

＃
１、

蕊
碁
‐

彫
刻
の
牛
尾
、
絵
画
の
木
津
、
特
に
日

本
画
を
推
薦
し
た
い
の
だ
が
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
廃
駅
の
情
景
を
つ
か
ま
え
て
帰

っ
て
き
た
城
野
。

Ｃ
絵
画
の
藤
原
、
木
津
。
松
井
は
和

紙
に
薄
い
調
子
で
描
い
て
お
り
モ
ダ
ン

く
木
津
文
哉
さ
ん

流
布
剛
×
倣
師

由
●
●
■
●
Ｐ
●
■
●
ｄ

Ｔ
Ｌ
の
〃
】
ｑ
》
一
″
詮
《
【
〕
Ｒ
ｕ
ワ
″
、
、
｝
《
図
》
｛
ｎ
ｕ

１
坐
。
■
Ｌ
１
▲
一
可
４
ｄ
■
主
今
▽
壬
屯
０
《
１
▲
－
《
の
〃
一

心
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

な
軸
の
様
で
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
彫
刻
の
曽
我
。
絵
画
の
坪
田
。
工

芸
の
吉
川
周
而
か
な
。

Ａ
立
体
の
山
口
さ
と
子
。
井
沢
以
佐

子
。
平
面
で
は
春
津
振
一
郎
。

Ｄ
坪
田
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
い
い
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
坪
田
は
前
衛
的
、

春
津
は
地
味
で
す
が
二
人
の
追
求
し
て

い
く
姿
勢
は
似
て
い
ま
す
ね
。

Ａ
今
年
は
平
面
の
中
か
ら
と
い
う
事

に
な
る
と
木
津
、
松
井
、
坪
田
、
春
津

で
す
か
。
美
術
部
門
は
大
へ
ん
候
補
者

も
多
く
、
決
め
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。

Ｂ
今
年
に
限
り
、
木
津
、
坪
田
の
二

人
受
賞
に
し
て
は
。
激
戦
だ
と
い
う
事

は
大
へ
ん
喜
ば
し
い
事
で
す
ね
。

八
文
中
敬
称
略
Ｖ

伊藤誠さん乾由明さん
く姫路市立美術館館長＞＜美術評諸家＞

灘

可
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１
瞳

☆
詩
人
は
年
輪
と
共
に
充
実
す
る

Ａ
年
輩
の
方
の
詩
集
が
最
近
多
く
、

い
い
作
品
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｂ
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
受
賞
者
も
、

あ
る
時
期
か
ら
年
齢
が
あ
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
僕
ら
の
若
い
こ
ろ
は
、
二
十

代
で
詩
集
を
出
し
た
も
の
で
す
が
。

Ｃ
詩
そ
の
も
の
と
詩
人
の
年
齢
と
は

直
接
に
は
関
係
し
ま
せ
ん
が
、
実
績
も

あ
っ
て
す
で
に
評
価
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
人
も
多
く
、
新
人
賞
の
枠
か
ら

は
少
し
は
み
出
て
し
ま
い
ま
す
で
し
ょ

う
。
で
す
か
ら
伊
勢
田
さ
ん
の
「
熊
野

詩
集
』
も
、
巳
む
な
く
外
さ
ざ
る
を
得

な
い
…
（
笑
）
。
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
過

去
の
受
賞
者
で
季
村
敏
夫
『
都
市
の
さ

ざ
な
み
』
、
時
里
二
郎
『
星
痕
を
巡
る

七
つ
の
異
文
』
、
た
か
と
う
匡
子
『
対

話
』
が
、
優
れ
た
詩
集
を
上
梓
し
た
の

は
頼
も
し
い
で
す
ね
。

Ａ
私
が
読
ん
だ
中
で
は
江
口
節
の

『
人
に
な
る
イ
ル
カ
』
と
渡
辺
信
雄
の

戸

『
水
の
中
の
ピ
ア
ノ
』
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
山
本
美
代
子
『
遠
野
』
も

優
れ
た
詩
集
で
す
。
す
で
に
多
く
の
仕

事
を
な
さ
っ
て
き
て
い
る
人
な
の
で
す

●選考委員●

豊
か
な
詩
的
感
性
に

含
差
を
帯
び
た
詩
才

渡
辺
信
雄
に

．
第
一
一
十
面
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
選
考
座
談
会

《
文
学
部
門
》鶏

詮
Ｈ 蝋犠

が
、
賞
を
与
え
た
い
気
が
し
ま
す
。

Ｃ
矢
野
彰
一
の
『
風
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
』
も
秀
逸
で
す
。
不
思
議
な
感
触
を

見
事
に
詩
の
領
域
に
引
き
込
ん
で
い
ま

す
。
姫
路
在
住
の
衣
笠
潔
子
の
『
怪
物

く
ん
」
は
、
人
見
知
り
激
し
い
八
私
Ｖ

の
他
者
と
の
遭
遇
認
と
で
も
言
え
る
作

品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
お
さ
ら
い
』

を
書
い
た
松
原
千
智
は
今
ま
で
に
な
い

初
々
し
い
詩
人
で
す
ね
。

Ｂ
杉
本
深
由
起
の
詩
集
『
キ
ュ
ッ
キ

ュ
ッ
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
』
に
も
、
新
鮮

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
吉
田
草
平
が
詩
集

『
地
鐸
り
』
を
出
し
ま
し
た
ね
。
前
回

の
『
天
地
返
し
』
よ
り
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
松
本
衆
司
も
魅
力
的
な
存
在

で
す
。
昨
年
暮
れ
に
出
し
た
ご
。
①
目

、
甘
の
の
旦
は
、
仕
掛
け
の
あ
る
詩
集
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ｃ
さ
あ
、
こ
の
あ
た
り
で
絞
っ
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
か
。
私
は
矢
野

を
ま
ず
推
し
た
い
。
季
村
、
時
里
に
っ

１
６０
１

伊勢田史郎さん
く詩人＞

織睡

露

安水稔和さん
く詩人＞

君本昌久さん
く詩人＞
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水
の
中
で

ピ
ア
ノ
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る

づ
く
大
型
新
人
で
す
。

Ａ
江
口
の
詩
集
は
、
単
な
る
キ
ッ
チ

ン
・
ポ
エ
ム
を
越
え
た
も
の
で
す
。
レ

ト
リ
ッ
ク
に
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
し
、

詩
人
と
し
て
の
感
性
も
備
わ
っ
て
い
ま

す
ね
。

Ｃ
杉
本
は
資
質
の
あ
る
詩
人
で
す
。

水
の
中
の
校
庭
を

仙
人
が
は
し
っ
て
い
く

男
か
女
か
定
か
で
は
な
い
人
の

●

髭
の
毛
と
水
草
の
区
別
が
つ
か
な
い

雨
》
四
コ
。
Ｐ
画
邑
叩
竜
⑦
画
巨

水
の
中
の
ピ
ア
ノ

ピ
ュ
ラ
ン
ン
ぴ
ゅ
ら
ん
ん

一
匹
二
匹
…
…

鍵
盤
を
叩
く
魚

青
空
か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
き
た
人
の

死
体
が
ピ
ラ
ン
廃
畑

葱
の
よ
う
に
ふ
や
け
て
白
い

足
が

音
符
を
叩
い
て
い
る

ち
ぎ
れ
て
い
く
か
わ
い
い
指

水
の
中
か
ら
ピ
ア
ノ
の
音
色
が

聞
こ
え
て
く
る

こ
ど
も
た
ち
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か

雨
の
匂
い
の
す
る
こ
ど
も
た
ち
は

詩／季村敏夫
小説／福岡勝利
詩／時里二郎
評論／松尾美恵子

詩／武田信明
小説／山西史子
詩／たかとう匡子
小説／森栄枝
詩／田中紀子
小説／夏巳ゆらこ

松
原
も
杉
本
と
同
様
で
、
初
々
し
さ
の

点
で
は
申
し
分
な
い
で
し
ょ
う
。
江
口

の
詩
集
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
辛
口

で
、
そ
こ
が
魅
力
な
の
で
す
ね
。

Ｂ
女
性
の
詩
人
に
は
、
新
鮮
さ
が
確

か
に
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
れ
を
認
め

た
う
え
で
、
渡
辺
と
吉
田
の
ふ
た
り
の

詩
人
に
絞
っ
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う

か
…
。

Ａ
・
Ｂ
同
感
で
す
ね
。

☆
含
差
の
詩
人
、
渡
辺
信
雄
に
決
定

Ａ
渡
辺
の
場
合
、
前
作
の
ほ
う
が
よ

か
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
学
生
時
代

に
受
け
た
心
の
傷
が
濃
厚
に
出
て
い
た

よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
度
の
詩
集

も
質
的
に
は
劣
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
や

や
内
向
し
た
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
感
性

は
鋭
く
、
詩
人
た
る
に
必
要
な
含
差
も

た
ず
さ
え
て
い
ま
す
。
将
来
性
の
あ
る

人
で
す
。

Ｃ
彼
の
第
一
詩
集
「
冬
の
日
の
私

信
」
に
は
、
ま
さ
し
く
新
人
ら
し
さ
が

あ
っ
て
、
私
は
こ
ち
ら
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。
熟
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す

ね
、
今
回
の
詩
集
を
読
む
と
。

●
●

Ａ
心
の
ひ
だ
が
細
か
く
な
っ
て
き
て

ま
す
ね
。
深
化
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
吉
田
は
五
冊
目
の
詩
集
に
な
り
ま

す
か
。
都
市
生
活
者
の
都
市
の
言
葉
の

溢
れ
る
な
か
へ
提
出
さ
れ
た
近
ご
ろ
希

な
骨
太
の
詩
集
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
詩

集
を
統
合
し
て
、
さ
ら
に
飛
躍
し
て
ほ

し
い
気
が
し
ま
す
。

Ａ
言
葉
の
う
え
で
の
畑
仕
事
を
さ
ら

に
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
と
、
彼
の
詩
は

凝
縮
度
を
増
す
で
し
ょ
う
ね
。
将
来
へ

の
可
能
性
は
、
大
き
な
も
の
が
感
じ
ら

れ
ま
す
か
ら
ね
。
た
の
し
み
で
す
。

Ｂ
言
葉
に
対
す
る
信
頼
が
、
こ
の
詩

人
に
は
確
か
に
あ
り
ま
す
ね
。

Ａ
他
者
へ
訴
え
る
詩
を
多
く
書
い
て

ま
す
ね
。
自
己
へ
の
批
評
が
増
え
て
い

け
ば
…
。

Ｂ
詩
の
材
料
が
た
く
さ
ん
彼
に
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
書
い
て
い
け
る
詩
人
で
す
よ
。

Ｃ
渡
辺
と
吉
田
、
甲
乙
つ
け
が
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
３
人
の
話
を
総
合
し

て
み
る
と
、
人
間
の
現
在
を
巨
視
的
に

も
微
視
的
に
も
考
え
さ
せ
る
『
水
の
中

の
ピ
ア
ノ
』
が
妥
当
な
線
に
な
る
で
し

よ
』
フ
。

八
文
中
敬
称
略
Ｖ

画
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

■
■
。
●
■
。
●
●
●
●

『
０
土
○
夕
ｎ
ｏ
’
４
－
戸
【
》
《
屍
）
庁
”
６
、
。
《
ｕ
》
《
Ｕ勺一エ

詩 ／中村陸
小説／鄭承博
俳句／小泉八亜子

小説／福本早夫
詩／三宅武
小説／秋吉好

詩／江頭越子
小説／桜井利枝
詩／梅村光明
小説／吉保知佐

１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．
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蔵
豪華な毛皮もそろそろオフに入ります。ところ
がこれがちょっと気難し屋さん。私たちの髪の
毛と同じように脂肪分があり、１回の外出でも
かなりのほこりや湿気を吸い込んでいます。
毛並のツヤや柔らかさをキープするには、いた
わるようなアフターファッションが必要です。

塞識拳，
１９３３

マ
丁目2 - 1 6

■大阪支社/“-853-1332■つかしん/06-420-3754口ロ･一プ･ニシジマ/U78-332.2440
■山手店/078-221-2440■宝塚/O797-7Z-03IOロリフ芯一ﾑ･フルフル/O78-2Z1-91】０

紅 白バウム
ふたりで語りかけるように
あたたかい祝福の言葉の
ひとつひとつに
心から感謝したい……
そんなお二人の心を
この銘菓に託して。

末広がりの扇形のバウムクーヘンにおめでたい
紅白のチョコレートで飾りました。

１２００円

一北欧の銘菓一

Z - M Z i ｡ ｡刀工外
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兵庫銀行相談役の谷口昇氏

期
待
で
き
る
。

こ
の
提
案
は
、
二
月
十
四
日

の
京
都
の
財
界
セ
ミ
ナ
ー
で
も

紹
介
さ
れ
、
実
現
へ
向
け
て
の

動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

☆
神
戸
商
工
会
議
所
専
務
理
事

に
神
鋼
理
事
の
三
木
氏

二
月
十
八
日
、
神
戸
商
工
会

議
所
は
神
戸
製
鋼
所
理
事
の
三

木
徹
也
氏
を
石
原
拓
二
専
務
理

事
の
後
任
に
内
定
し
た
。
今
月

二
十
五
日
の
総
会
で
正
式
に
就

任
す
る
。
ま
た
三
木
氏
は
、
二
十

七
日
の
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル

ド
の
臨
時
株
主
総
会
で
、
特
別

顧
問
に
も
就
く
予
定
で
あ
る
。

ﾌ／KEl-POK［

甲子園都ホテルの完成予想図

★
第
５
回
大
阪
経
済
人
懇
談
会

に
経
済
界
の
首
脳
が
集
ま
る

２
月
Ⅳ
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
於
て
、
第
５

回
大
阪
経
済
人
懇
談
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
神
戸
市
側
か
ら
は

笹
山
市
長
が
「
神
戸
を
さ
ら
に

充
実
し
た
街
に
す
る
た
め
に
、

神
戸
、
大
阪
の
経
済
人
の
協
力

を
希
望
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続

い
て
、
牧
冬
彦
神
戸
商
工
会
議

所
会
頭
、
亀
井
正
夫
住
友
電
気

相
談
役
が
、
大
阪
〈
神
戸
間
の

ベ
イ
エ
リ
ア
の
結
束
を
強
調
し

た
。
な
ご
や
か
な
う
ち
に
、
経

済
人
の
交
流
が
活
発
に
行
な
わ

れ
た
。

しるがね < がね
「銀も金も玉も何せむ{ こ、まされる宝

し

子に如かめやも」－神戸そごうi ご勤務さ
れていらっしゃる名和由起子さんは、万菜
の歌人山上憶良のこの和歌が大好き。スキ
ーもテニスも問題にならないほど、子供が
好きな名和さん。彼女は、神戸そごうで、
ベビー服や子供服を中心に、お客槻に夢を
与えるコンサルタントです。知的な優しさ
をたたえた笑顔が、彼女のメジャーな魅力
でしょう。
おうし座のＡ型芦屋T 杭主住

騒議

☆
今
年
９
月
別
日
、
甲
子
園
都

ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
ノ
．

清
酒
白
鹿
の
醸
造
元
辰
馬
本

家
酒
造
㈱
は
、
「
生
活
創
造
企

業
」
へ
の
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
京
都
の
名
門
、
都
ホ
テ

ル
に
甲
子
園
都
ホ
テ
ル
の
運
営

を
委
託
、
今
秋
、
阪
神
電
鉄
甲

子
園
駅
前
で
開
業
の
予
定
で
あ

る
。
地
上
妬
階
、
地
下
１
階
の

同
ホ
テ
ル
は
、
阪
神
間
の
中
核

都
市
西
宮
市
で
初
め
て
の
シ
テ

イ
ホ
テ
ル
と
し
て
、
話
題
を
呼

ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

KH-POKE冬

覇蕊溌

鱗

-駕撫撚減;！し鶏蕊蕊

神戸商工会議所会頭の牧冬彦氏

鍔

三木徹也氏

☆
「
三
都
祭
り
」
構
想
を
、

神
戸
の
同
友
会
が
提
案

神
戸
経
済
同
友
会
は
「
神
戸

経
済
の
未
来
像
に
関
す
る
提

言
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
神
戸

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
提

言
の
中
で
、
京
都
の
祇
園
祭
と

大
阪
の
天
神
祭
り
の
間
に
、

神
戸
に
お
い
て
七
月
二
十
日
の

「
海
の
記
念
日
」
を
中
心
に

「
海
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
祭
の

開
催
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
祭
が
実
現
す
れ
ば
、
京

都
の
「
町
衆
」
の
祭
り
と
大
阪

の
「
川
」
の
祭
り
に
狭
ま
っ
て

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
三
都
市
の
一
体
感
を

醸
成
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
が

可鯵簿蕊《『

鱗溌蕊零

★
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
名
和
由
起
子
さ
ん
（
”
）

八
そ
ご
う
神
戸
店
勤
務
Ｖ

鍵'具識舟
㎡鴬
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霞

訓

〃
恋
を
し
よ
う
“
〃
街
を
つ
く
ろ
う
〃

夢
と
心
を
育
ん
で
ｌ

神
戸
ア
ー
バ
ン
Ⅸ
ゾ
ー
ト
フ
エ
ア

座
談
会
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

妹
尾
美
智
子
八
神
戸
市
婦
人
団
体
協
議
会
専
務
理
事
Ｖ

下
村
繁
弘
〈
荊
一
奔
課
爵
ゾ
ー
ト
〉

嶋
田
勝
次
八
神
戸
大
学
ェ
学
部
教
授
Ｖ

長
津
昭
八
株
式
会
社
大
丸
専
務
取
締
役
Ｖ

新
谷
誘
紀
八
彫
刻
家
Ｖ

司
会
今
回
は
平
成
５
年
４
月
か
ら
９
月
に
催
さ
れ
ま
す
、
「
ア

ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
畑
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
戴
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

型

藍

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
を
考
え
る妹尾美智子さん

'L鯵

☆
ア
ー
パ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
は
、
街
全
体
が
会
場
だ

〈
ｍ
〉

下
村
昨
年
、
十
月
ま
で
の
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ
側
懇
話

会
で
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
ひ
と
こ
と
で
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ

ー
ト
フ
ェ
ァ
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ひ
と
つ
の
新
し
い
都

市
の
魅
力
の
創
造
の
た
め
の
仕
組
み
、
あ
る
い
は
試
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
フ
ェ
ア
と
い
う
も
の
は
、
「
花
の
博
覧
会
」
や
「
ポ

ー
ト
ピ
ァ
博
覧
会
」
な
ど
を
見
ま
し
て
も
、
一
定
の
会
場
を
設
け

て
、
そ
の
中
で
フ
ェ
ア
を
行
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
の

フ
ェ
ア
で
は
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
「
囲
い
込
み
型
」
で
は
な
し

に
、
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
を
踏
ま
え
た
上
で
、
街
全
体
を
会
場

に
見
た
て
て
、
新
し
い
街
、
市
民
の
生
活
の
在
り
様
、
快
適
な
暮

ら
し
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
は
経
済
優
先
と
い
う
形
で
発
展
し
て
き
た
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
労
働
時
間
短
縮
の
問
題
ひ
と
つ
を
と
っ

て
み
ま
し
て
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思

う
ん
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
増
え
て
き
た
り
し
ま
す

と
、
そ
の
時
間
の
充
実
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
快
適
な
生
活
を

育
て
る
お
手
伝
い
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
精
神
的
な
充
足
を
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

長
津
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
お
話
は
、
市
長
か
ら
も
、

「
旧
居
留
地
が
中
心
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
お

り
ま
し
て
、
な
に
か
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
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６４
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１
６５
１

爵寧議蕊
許鍵翰騨' 雷

. 』認侭託
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謝

農銀｡ 唯
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手

新谷環紀さん 嶋田勝次さん長津昭さん

い
わ
ゆ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
と
す
れ
ば
、
古
い
近
代
洋
風
建
築
と
い
う

絶
好
の
素
材
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
な
に
か

フ
ェ
ア
に
相
応
し
い
催
し
を
旧
居
留
地
協
議
会
を
中
心
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
い
ざ
や
ろ
う
と
な
る
と
な

か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
ア
イ
デ
ア
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す

が
、
少
し
良
い
も
の
を
や
ろ
う
と
す
る
と
か
な
り
の
お
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
処
か
ら
捻
出
す
る
か
が
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
と
い
う
発
想
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
、
う
ま
く
成
功
す
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
の
街
づ
く
り
に
良

い
も
の
を
残
せ
そ
う
で
す
。
し
か
し
逆
に
中
途
半
端
な
も
の
を
す

る
と
全
国
の
笑
い
物
に
な
る
か
ら
大
変
で
す
よ
ね
。

新
谷
全
国
の
い
ろ
ん
な
町
で
、
様
々
な
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
来
年
、
神
戸
で
開
か
れ
る
フ
ェ
ア
は
、
今
ま
で
の

フ
ェ
ア
と
は
異
な
り
、
特
定
の
会
場
と
い
う
の
が
無
く
て
、
都
市

全
域
が
会
場
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
は
非
常
に
め
ず
ら

し
い
形
態
で
す
ね
。

イ
タ
リ
ア
の
ウ
ン
ブ
リ
ア
の
ス
ポ
レ
ー
ト
の
町
で
は
三
十
年
程

前
か
ら
町
全
体
を
会
場
と
し
て
、
今
日
も
芸
術
を
中
心
と
し
た
フ

ェ
ア
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
余
。
町
全
体
が
会
場
に
な
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
町
の
個
性
。
性
格
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
ス
ポ

レ
ー
ト
の
町
は
、
催
し
の
た
め
に
改
造
さ
れ
た
り
、
増
殖
さ
れ
た

り
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
中
世
に
造
営
さ
れ
た
建
造
物
や
、
そ
の

ま
ま
の
町
並
み
を
利
用
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
を
控
え
て
、
二
十
一
世
紀
の
街
づ
く
り
も
目
指
し

て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
を
機
と
し
て
、
〃
永
遠

の
街
″
神
戸
と
い
う
、
類
似
的
な
も
の
で
な
く
個
性
的
な
町
が
少

し
ず
つ
つ
く
ら
れ
て
い
け
ば
い
い
な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

妹
尾
先
ほ
ど
か
ら
の
お
話
の
中
に
も
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
特

定
の
場
所
、
会
場
を
設
定
し
て
い
な
い
と
い
う
フ
ェ
ア
で
あ
る
と

い
う
だ
け
に
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
例
え
ば

〃
神
戸
に
お
い
で
よ
″
〃
神
戸
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
″
み
た
い
な
も

の
の
ほ
う
が
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
神
戸
に

来
て
下
さ
い
よ
、
も
の
す
ご
い
美
人
が
い
ま
す
よ
、
男
前
だ
っ
て

い
ま
す
よ
」
っ
て
。
〃
街
角
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
″
と
い
う
感
じ
で
、

元
町
な
ら
元
町
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
な
ら
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
で
、

な
に
げ
な
く
歩
い
て
い
る
人
の
写
真
を
撮
っ
て
、
写
真
展
を
す
る

や

蕊蕊蕊蕊蕊謹

牌

認騨

下村緊弘さん

武
〆好》

町
瀧
》綱

馬叫
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な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

嶋
田
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
フ
ェ
ア
も
こ
の
時
期
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
は
、
既
に
建

っ
て
し
ま
っ
た
建
築
物
だ
け
を
見
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
建
築

中
の
建
物
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
フ
ェ
ア
で
は
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
状

況
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
。
そ
れ
に
、
神
戸
の
建
物
に
は
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
・
そ
れ
の
ベ
ス
ト
テ
ン
を
考
え
て
み
た
り
。

そ
れ
か
ら
、
メ
イ
ン
会
場
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
街

全
体
を
会
場
と
し
ま
す
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
フ
ェ
ア
の
た
め
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
て
、
普
段
は
制
限
さ
れ
て
い
る
自
然
な
姿
が
見
え

る
よ
う
な
形
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
が
見
え
る
フ
ェ
ア
と
い
う
の
が
大
切
で
す
ね
。

ど
こ
か
に
わ
ざ
わ
ざ
博
物
館
を
つ
く
ら
な
く
て
も
、
倉
庫
を
使

え
ば
い
い
で
す
よ
ね
。
美
術
館
に
あ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
、

個
人
で
持
っ
て
い
る
も
の
を
フ
ェ
ア
期
間
中
だ
け
提
供
し
て
も
ら

っ
て
、
見
れ
た
り
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

長
津
例
え
ば
今
開
い
て
い
る
近
代
洋
風
建
築
や
異
人
館
あ
る
い

は
倉
庫
な
ん
か
を
利
用
さ
せ
て
貰
っ
て
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
展
覧

会
を
企
画
す
る
。
ま
た
、
近
代
洋
風
建
築
の
吹
き
抜
け
の
所
を
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
場
に
し
て
、
そ
の
周
囲
に
テ
イ
ー
ル
ー
ム
を

つ
く
る
な
ん
て
の
は
ど
う
で
す
か
ね
。
物
凄
い
お
金
を
か
け
て
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
つ
く
っ
た
り
、
一
流
の
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
呼
ん
だ
り
す
る
の
は
邪
道
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
も
と
も

と
神
戸
は
そ
う
い
う
も
の
が
採
算
に
乗
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
は

神
戸
の
文
化
度
が
低
い
か
ら
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ

る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
結
局
は
そ
う
い
う
専
門
の
小
屋
が
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア

を
や
る
か
ら
と
い
っ
て
急
に
そ
ん
な
も
の
を
呼
ん
で
も
だ
め
で
す

よ
ね
。
む
し
ろ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
な
ら
も
っ
と
安
い
お
金
で
世

界
の
大
道
芸
人
な
ん
か
を
各
国
か
ら
集
め
て
呼
ん
で
旧
居
留
地
の

街
角
や
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
海
辺
で
、
そ
の
芸
を
披
露
し
て
も
ら

う
の
が
お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
世
界
的
に
有
名
な
人

を
呼
ん
で
く
る
の
で
は
な
く
、
神
戸
ら
し
い
も
の
神
戸
で
な
い
と

実
現
で
き
な
い
も
の
を
や
る
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

下
村
街
づ
く
り
と
い
う
よ
り
も
〃
街
づ
か
い
〃
と
い
う
こ
と
で

１
６６
１

と
か
、
普
段
着
の
神
戸
の
良
さ
が
必
要
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
「
神
戸
に
来
た
ら
何
か
し
て
る
よ
」
っ
て
い
う
雰
囲
気
づ

く
り
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
市
民
が
呼
び
掛
け
を
し
て
い
け
る
よ
う

な
ね
。

嶋
田
「
囲
い
込
み
」
で
は
な
く
て
、
街
全
体
が
フ
ェ
ア
で
あ
る

と
い
う
の
は
、
本
当
に
大
き
な
特
徴
で
す
ね
。
今
回
の
開
催
期
間

は
六
カ
月
間
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
っ
と
長
い
期
間
を
設
け
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で

は
、
神
戸
は
わ
か
ら
な
い
。
最
低
で
も
、
二
、
三
口
は
見
て
も
ら

わ
な
い
と
こ
の
フ
ェ
ア
は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
神
戸
の
奥
の
深
さ
み
た
い
な
も
の
を
感

じ
て
も
ら
え
る
フ
ェ
ア
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
見

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
街
に
触
れ
る
、
市
民
の
心
に
触
れ
る
、
神

戸
に
来
て
、
見
て
、
食
べ
て
、
泊
ま
っ
て
、
神
戸
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
フ
ェ
ア
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
〃
な
る
ほ
ど
神
戸
だ
な
″
と
感
じ
ら
れ
る
催
し
を

長
津
神
戸
は
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
と
申
し
ま
す
か
、
独
特
の
個

性
と
雰
囲
気
を
持
っ
た
街
だ
と
思
い
ま
す
。
明
治
以
来
外
国
人
居

留
地
を
中
心
に
、
西
欧
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
文
化
に
直
接
接
触

し
て
、
日
本
人
の
生
活
が
変
質
し
て
い
っ
た
過
程
の
歴
史
が
神
戸

の
歴
史
で
す
。
こ
の
神
戸
の
歴
史
の
生
き
証
人
が
異
人
館
で
あ

り
、
近
代
洋
風
建
築
で
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
神
戸
の
フ
ェ

ア
と
い
う
以
上
は
、
こ
う
い
う
建
物
が
主
役
に
な
る
フ
ェ
ア
で
あ

る
の
が
、
最
も
神
戸
ら
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
た
だ

い
く
ら
主
役
と
い
っ
て
も
こ
う
い
っ
た
建
物
を
見
せ
る
だ
け
じ
ゃ

つ
ま
ら
な
い
で
す
け
ど
、
な
に
か
こ
う
い
う
建
物
を
使
っ
て
お
も

し
ろ
い
、
新
し
い
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が
神
戸
か
ら

生
ま
れ
た
な
ん
て
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
最
高
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

下
村
経
済
的
な
面
の
話
と
い
う
も
の
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
小
さ
な
も
の
ま
で
含
め

ま
す
と
二
百
ぐ
ら
い
は
あ
り
ま
す
。
楽
し
め
る
も
の
と
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
考
え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
神
戸
は
、
外
国
の
様
安
な
文
化
が
入
っ
て
き
た
と
こ

ろ
な
の
で
映
画
な
ど
、
そ
ん
な
文
化
と
の
関
わ
り
も
考
え
て
い
か
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ね
・
そ
う
い
う
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
街
を
歩
い
て
い
て
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
こ
え
て
き

た
り
す
る
。
野
外
で
合
唱
な
ん
か
し
て
い
る
と
、
子
供
た
ち
が
野

に
咲
い
て
い
る
花
を
つ
ん
で
、
合
唱
団
の
人
に
渡
し
に
い
っ
た
り

す
る
。
経
済
的
に
は
苦
し
い
国
で
す
け
れ
ど
も
、
心
の
豊
か
さ
と

い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
国
の
合
唱
団
の
人

た
ち
を
呼
ん
で
、
一
緒
に
歌
う
と
か
ね
。
に
じ
み
出
て
く
る
よ
う

な
良
さ
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

新
谷
近
頃
、
〃
ボ
ー
ダ
レ
ス
″
と
い
う
言
葉
が
は
や
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
時
世
に
は
東
西
南
北
の
交
流
が
一

層
、
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
芸
術
に

於
い
て
は
同
一
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
す
ま
す
ロ
ー
カ
リ
テ

ィ
（
地
域
性
）
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
個
性
）
が
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
元
神
戸
に
は
い

ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
が
多
勢
い
る
の
で
、
超
党
派
で
皆
ん

な
で
神
戸
の
ロ
ー
カ
ル
芸
術
の
発
表
が
で
き
る
よ
う
な
催
し
が
欲

し
い
で
す
ね
。

妹
尾
神
戸
の
芸
術
家
の
人
で
海
外
で
勉
強
し
て
き
た
人
、
新
谷

隣
騨
舞
繍
灘
隅
〆
陛
難
藤
殿
挙
鴻
際
し

い
と
思
い
ま
す
。
神
戸
の
財
産
、
自
然
、
街
、
建
物
、
そ
れ
か
ら

人
を
核
に
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
。

☆
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
都
市
像
と
暮
ら
し
を
求
め
て

新
谷
町
と
い
う
の
は
、
人
間
が
こ
の
う
つ
わ
の
中
で
生
活
し
て

い
く
の
で
す
か
ら
、
人
が
人
間
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
、

人
間
の
五
感
や
五
臓
六
脈
に
快
よ
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
私
は

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
の
発
生
を
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
人
が
な
に
げ
な
く
集
い
、
散
っ
て
い
く
、
核
に
な
る
べ
き

場
が
必
要
で
、
そ
し
て
波
状
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
在
の
日
本
は
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
で
町
が
ど
ん
ど
ん
増
殖
。
増
築

し
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
核
と
な
る
べ
き
と

こ
ろ
が
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
広

場
（
ピ
ア
ッ
ッ
ァ
）
本
来
の
性
格
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

町
全
体
が
大
き
な
広
場
、
「
ピ
ァ
ッ
ッ
ォ
ー
ナ
」
と
な
っ
て
人
々

が
そ
こ
に
集
っ
て
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

１
６７
１

す
ね
。
既
存
の
も
の
を
活
用
し
な
が
ら
、
芸
術
や
文
化
の
香
り
が

す
る
街
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
街
の
風
格
に
な
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

長
津
実
は
「
タ
マ
ラ
」
と
い
う
芝
居
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

普
通
の
劇
場
で
の
芝
居
じ
ゃ
な
く
て
、
個
人
の
大
き
な
家
で
や
る

芝
居
で
す
。
異
人
館
や
近
代
洋
風
建
築
な
ん
か
ピ
ッ
タ
リ
の
場
所

な
ん
で
す
。
生
ま
れ
た
の
は
カ
ナ
ダ
で
す
が
、
初
め
劇
場
で
公
演

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
劇
場
が
と
れ
な
く
て
練
習
場
に
直

接
お
客
を
招
待
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
大
好
評
で
、
そ
の
後
世

界
六
カ
国
で
上
演
さ
れ
て
、
今
も
ロ
ス
ァ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
八
年
間

連
続
で
上
演
さ
れ
て
い
る
と
い
う
新
形
式
の
芝
居
で
す
。
中
身
は

タ
マ
ラ
と
い
う
有
名
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女
流
画
家
を
イ
タ
リ
ア
の

貴
族
が
私
邸
に
招
待
し
て
、
そ
こ
で
起
き
た
い
ろ
い
ろ
な
人
間
模

様
を
ド
ラ
マ
に
し
た
も
の
で
す
が
、
俳
優
は
十
人
で
そ
の
人
た
ち

が
直
接
、
屋
敷
の
中
の
各
部
屋
で
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
に
物
語

が
す
す
ん
で
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
お
客
は
各
部
屋
で
そ
の
俳
優

の
隣
で
観
劇
す
る
わ
け
で
す
。
俳
優
が
部
屋
か
ら
部
屋
へ
走
る
と

観
客
も
つ
い
て
走
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
普
通
の
舞
台
で
は
味
わ

え
な
い
臨
場
感
が
味
わ
え
ま
す
。
幕
間
に
は
俳
優
達
と
一
緒
に
食

事
を
す
る
の
で
す
。
こ
れ
も
実
に
お
も
し
ろ
い
経
験
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
今
、
芝
居
の
専
門
家
達
の
間
で
大
変
な
評
判
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
や
れ
ば
全
国
的
に
物
凄
い
話
題
に
な
る
こ
と
は
確

実
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
「
神
戸
に
行
っ
て
タ
マ
ラ
を
み
よ
う
」
と

ね
。
毎
日
一
二
○
人
の
観
客
を
動
員
で
き
ま
す
か
ら
六
カ
月
で
二

万
人
の
動
員
で
す
。
五
木
寛
之
先
生
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
タ
マ
ラ
を

見
た
時
の
こ
と
を
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
燕
た
ち
」
の
中
で
少
し
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
先
生
は
こ
の
「
タ
マ
ラ
」
を
見
て
、
言
葉
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
大
変
感
動
し
た
と
絶
賛
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
去
年
か
ら
こ
の
「
タ
マ
ラ
」
を
メ
セ
ナ
で
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
丸
だ
け
で
は
手
に
負
え
な
い
の
で

諦
め
ま
し
た
。
し
か
し
神
戸
市
が
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ
で

や
る
な
ら
必
ず
採
算
的
に
も
成
功
す
る
と
思
い
ま
す
ね
。

妹
尾
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
の
〃
歌
と
踊
り
の
祭
典
″
っ
て
言
う
の

は
、
す
ご
い
ん
で
す
よ
。
百
年
以
上
も
続
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ

ど
ね
。
合
唱
団
が
甲
子
園
球
場
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
と
こ
ろ
に
ピ

ッ
シ
リ
と
い
る
ん
で
す
。
日
本
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
で
す
よ
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プ
に
会
場
を
無
料
で
開
放
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

嶋
田
美
術
に
し
て
も
音
楽
に
し
て
も
建
築
物
に
し
て
も
、
ほ
ん

と
う
に
良
い
も
の
を
市
民
が
呼
ん
で
こ
れ
る
よ
う
な
街
、
そ
れ
を

行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
形
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。
そ
の
た
め
に
は
民
意
が
高
く
な
い
と
い
け
な
い
。

神
戸
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
う
ん
で
す
。
山
が
あ
っ
て
海
が
あ
っ

て
、
こ
ん
な
街
は
他
に
な
か
な
か
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
ら
を

ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
で
す
。
神
戸
の
街
を
も
っ
と
も
っ
と
よ
く
し
て
い
く

の
は
、
市
民
の
力
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。

妹
尾
〃
神
戸
で
恋
を
し
よ
う
″
っ
て
い
う
感
じ
が
い
い
で
す

ね
。
〃
恋
が
で
き
る
街
、
神
戸
″
と
か
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

「
神
戸
夢
体
験
」
で
は
な
く
「
神
戸
愛
体
験
」
の
ほ
う
が
楽
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
街
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
自
然
と
か
ら

み
合
っ
て
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

新
谷
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
都
市
づ
く

り
と
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
過
性
の
も
の
で
は

な
く
て
、
神
戸
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
神
戸
の
歴
史
と

い
う
か
生
い
た
ち
と
か
、
神
戸
の
他
都
市
と
違
っ
た
個
性
的
な
部

分
、
そ
れ
に
神
戸
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
神
戸
と
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
そ
の
町
の
姿
が
想
像
さ
れ

る
様
な
印
象
的
な
町
づ
く
り
、
し
か
も
そ
れ
が
調
和
と
均
衡
が
と

れ
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
か
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に

は
ま
ず
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
面
で
類
型
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
は

な
く
、
神
戸
と
い
う
町
の
立
地
条
件
か
ら
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ

て
く
る
、
個
性
的
で
印
象
的
な
町
が
今
世
紀
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、

世
界
を
ア
シ
と
驚
か
す
神
戸
に
な
れ
ば
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
私
達
が
ひ
と
つ
の
起
爆
剤
に
な
っ
て
ゆ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

下
村
一
度
に
、
現
在
の
神
戸
の
街
が
で
き
あ
が
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
明
治
開
港
以
来
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
と
後
と

で
も
、
そ
の
街
の
様
相
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
山
が
あ
っ
て
海
が
あ
っ
て
港
が
あ
る
。
そ
し
て
海
外

か
ら
の
情
報
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
街
が
神
戸
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
原
点
と
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
い
思
ま
す
ね
。

１
６８
１

て
内
外
の
人
達
に
、
神
戸
な
ら
で
は
の
、
高
品
位
な
る
「
神
戸
夢

体
験
」
に
浸
り
満
喫
で
き
れ
ば
最
高
で
す
ね
。

妹
尾
神
戸
は
、
ハ
ー
ド
な
面
で
は
、
大
変
充
実
し
て
き
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
よ
。
け
れ
ど
も
、
ソ
フ
ト
の
面
が
ま
だ
不
十
分
で

す
ね
。
例
え
ば
、
合
唱
団
で
あ
れ
ば
、
合
唱
団
だ
け
で
動
い
て
い

る
。
や
は
り
、
交
響
楽
団
と
合
唱
団
と
一
緒
に
な
っ
て
、
さ
ら
に

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
ホ
ー
ル
を
持
っ
て
、
そ
の
施
設
を
根
拠
に
し

て
動
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ス
タ
イ
ル
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
す
る
と
オ
ペ
ラ
が
可
能
に
な
っ

て
く
る
。
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
を
う
ま
く
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
絵
画
や
彫
刻
な
ど
に
つ
い
て
の
学
芸
員
が

手
薄
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
、
今
、
欠
け
て
い
る
も
の
の

下
地
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

長
津
神
戸
に
限
ら
ず
、
日
本
で
は
ア
ー
ト
に
お
金
を
出
す
こ
と

を
う
し
ろ
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
老
人
や
子
供
を

楽
し
ま
せ
る
福
祉
だ
と
ま
あ
ま
あ
な
ん
と
か
お
金
を
出
す
け
れ
ど

も
、
税
金
を
払
っ
て
い
る
健
康
な
人
を
楽
し
ま
せ
る
ア
ー
ト
に
は

あ
ま
り
お
金
を
出
し
た
が
ら
な
い
。
こ
う
い
う
の
は
興
行
採
算
に

乗
っ
け
て
や
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
地
域

の
人
達
の
誇
り
に
な
る
よ
う
な
良
い
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
育
て
た

り
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
絵
画
展
を
や
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ

と
は
大
変
お
金
が
か
か
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
じ
ゃ
出
来

な
い
そ
ん
な
こ
と
を
外
国
で
は
も
っ
と
貧
乏
な
自
治
体
が
ど
ん
ど

ん
身
銭
を
き
っ
て
や
っ
て
る
ん
で
す
。

下
村
小
さ
な
溝
を
ま
た
い
で
ば
か
り
で
も
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
時
に
は
大
き

な
河
を
飛
び
越
え
る
い
き
お
い
と
い
う
も
の
も
求
め
ら
れ
ま
す
け

れ
ど
も
。

妹
尾
日
本
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
本
選
は
神
戸
で
や
る

ん
で
す
。
各
地
で
予
選
を
や
っ
て
。
な
ぜ
神
戸
か
と
い
う
と
、
シ

ャ
ン
ソ
ン
を
一
番
初
め
に
日
本
で
舞
台
に
上
げ
た
の
は
、
宝
塚
な

ん
で
す
ね
。
昭
和
二
年
に
。
そ
う
い
っ
た
催
し
も
神
戸
で
や
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

文
化
ホ
ー
ル
の
方
で
は
、
こ
の
フ
ェ
ア
の
時
期
に
、
一
カ
月
間

ぐ
ら
い
、
諸
経
費
は
別
で
す
け
れ
ど
も
、
神
戸
の
団
体
、
グ
ル
ー
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キャンペーン「ファッション都市神戸を考え
る」の企画は以上各社の提供によるものです。
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